
　
徐
の
優
王
物
語
と
夫
余
の
東
明
王
物
語

　
　
　
－
東
夷
世
界
の
移
動
、
拡
大
と
物
語
の
伝
播
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
　
田
　
　
　
尚

　
　
　
　
　
は
　
じ
　
め
　
に

　
徐
の
優
王
（
え
ん
お
う
）
は
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と

が
な
い
の
に
比
し
、
東
明
王
は
東
北
ア
ジ
ア
の
夫
余
の
始
祖
王
あ

る
い
は
高
句
麗
の
始
祖
王
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん

こ
れ
は
日
本
史
あ
る
い
は
日
朝
関
係
史
の
視
点
か
ら
の
話
で
、
中

国
神
話
・
伝
説
あ
る
い
は
歴
史
の
研
究
で
は
徐
の
優
王
は
よ
く
知

ら
れ
た
存
在
で
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
日
本
史
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、
邪
馬
台
国
の
女
王
卑
弥
呼
が
あ

ま
り
に
も
有
名
な
た
め
に
、
「
東
夷
世
界
」
と
い
う
と
中
国
東
北

部
の
東
部
か
ら
朝
鮮
半
島
、
さ
ら
に
日
本
列
島
を
想
定
し
て
し
ま

う
。
し
か
し
、
中
国
神
話
・
伝
説
の
世
界
（
夏
・
殷
・
周
代
を
含

む
）
で
の
東
夷
世
界
は
、
後
の
長
安
（
西
安
）
を
中
心
と
す
る
黄

河
中
流
地
域
す
な
わ
ち
「
中
原
」
の
東
方
一
帯
を
指
し
、
山
東
半

島
か
ら
現
在
の
上
海
な
ど
長
江
下
流
に
か
け
て
の
沿
岸
部
か
ら
中

原
ま
で
の
内
陸
部
に
い
た
る
広
大
な
地
域
を
指
し
た
。
春
秋
・
戦

国
時
代
を
経
て
秦
漢
帝
国
が
成
立
し
中
原
が
拡
大
す
る
の
に
従
っ

て
、
東
夷
世
界
は
次
第
に
外
周
へ
押
し
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
東
夷
世
界
が
こ
の
よ
う
に
移
動
し
た
こ
と
は
今
日
で
は
常
識
に

属
す
る
が
、
少
な
く
と
も
現
在
の
『
後
漢
書
』
〔
茫
嘩
（
三
九
八
年

～
四
四
五
年
）
の
撰
〕
　
の
段
階
で
は
、
神
話
・
伝
説
世
界
で
の
東

夷
と
現
実
世
界
の
東
夷
が
混
同
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
『
後

漢
書
』
東
夷
伝
の
「
東
方
を
夷
と
い
う
。
（
中
略
）
。
夷
は
九
種
あ

り
。
（
中
略
）
。
昔
、
尭
、
義
仲
に
命
じ
嶼
夷
の
暢
谷
と
曰
う
に
宅

せ
し
む
。
け
だ
し
日
の
出
ず
る
所
な
り
」
と
あ
る
こ
と
に
も
明
ら

か
で
あ
る
。
中
原
か
ら
見
て
太
陽
の
出
る
方
角
つ
ま
り
東
方
一
帯

で
あ
り
、
上
に
神
話
・
伝
説
世
界
の
東
夷
と
し
て
示
し
た
場
所
で

あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
少
し
後
の
部
分
に
は
「
武
王
、
紺
を
滅
ぼ
し
、
粛
慎

来
た
り
て
石
署
、
据
矢
を
献
ず
」
と
あ
り
、
後
漢
代
に
は
朝
鮮
半

島
の
さ
ら
に
北
か
ら
シ
ベ
リ
ア
に
か
け
て
の
日
本
海
沿
岸
内
陸
部

に
位
置
し
た
粛
慎
を
あ
げ
て
お
り
、
後
漢
代
の
東
夷
と
神
話
・
伝

説
世
界
の
東
夷
を
混
同
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
（
粛
慎
の
位
置
は
時

代
に
よ
り
移
動
す
る
と
し
て
も
、
現
在
の
東
北
ア
ジ
ア
の
範
囲
に
と
ど
ま

り
、
中
原
東
方
に
は
居
住
し
た
痕
跡
は
な
い
）
。
な
お
、
武
王
は
前
一

一

１５
一



○
五
〇
年
こ
ろ
の
人
と
さ
れ
、
殷
の
最
後
の
王
の
紺
を
伐
ち
、
周

の
天
下
統
一
を
達
成
し
た
。

　
さ
ら
に
続
け
て
「
管
、
蔡
は
周
に
畔
（
そ
む
）
き
、
す
な
わ
ち

夷
秋
を
招
き
誘
う
。
周
公
こ
れ
を
征
し
、
遂
に
東
夷
定
ま
る
。
康

王
の
時
、
粛
慎
ま
た
至
る
。
後
に
徐
夷
、
僣
号
し
、
す
な
わ
ち
九

夷
を
率
い
て
以
て
宗
周
を
伐
ち
、
西
し
て
河
の
上
に
至
る
。
穆
王
、

そ
の
ま
さ
に
熾
（
さ
か
）
ん
な
る
を
畏
れ
、
す
な
わ
ち
東
方
諸
侯

を
分
か
ち
、
徐
の
優
王
に
命
じ
て
こ
れ
を
主
せ
し
む
」
と
あ
る
。

　
管
は
河
南
省
鄭
州
の
地
で
こ
こ
に
武
王
の
弟
の
叔
鮮
が
封
じ
ら

れ
、
蔡
は
河
南
省
上
蔡
県
の
地
で
叔
鮮
の
弟
の
叔
奴
が
封
じ
ら
れ

た
。
管
叔
と
蔡
叔
は
武
王
の
死
後
、
殷
の
討
王
の
子
の
武
庚
禄
父

と
と
も
に
、
周
成
王
と
そ
の
重
臣
の
周
公
旦
ら
に
反
乱
を
起
こ
し

た
も
の
の
、
平
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
東
夷
は
ふ
た
た
び
周
の

支
配
下
に
入
っ
た
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
康
王
は
武
王
の
孫

で
周
王
の
第
三
代
で
、
こ
の
時
に
ま
た
粛
慎
が
来
貢
し
た
と
あ
る

の
は
、
ふ
た
た
び
東
夷
が
お
と
な
し
く
支
配
に
服
し
た
こ
と
を
意

味
す
る
が
、
こ
こ
で
も
神
話
・
伝
説
世
界
の
東
夷
と
後
漢
時
代
の

東
夷
が
混
同
さ
れ
て
い
る
。

　
徐
夷
が
僣
号
し
た
と
あ
る
が
、
徐
は
今
の
徐
州
付
近
の
広
域
の

地
で
、
徐
地
域
の
支
配
者
が
周
の
支
配
に
反
乱
を
起
こ
し
て
、
徐

骸
王
を
名
の
っ
て
周
か
ら
自
立
し
た
の
で
あ
る
。
優
王
は
東
夷
の

九
夷
を
率
い
て
周
を
攻
め
、
第
五
代
周
王
の
穆
王
は
、
優
王
の
軍

勢
が
強
大
で
あ
る
の
を
恐
れ
て
、
東
方
に
封
じ
て
い
た
諸
侯
を
分

け
て
長
王
に
属
さ
せ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
『
後
漢
書
』
に
は
唐
の
章
懐
太
子
（
六
五
一
年
～
六
八
四
年
）
の

注
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
徐
の
仮
王
の
部
分
の
章
懐
太
子
の

注
で
は
『
博
物
志
』
を
引
用
し
て
、
優
王
の
物
語
が
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
に
記
さ
れ
た
優
王
物
語
は
、
夫
余
あ
る
い
は
高
句
麗
の

始
祖
王
の
東
明
王
物
語
に
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
の
で
、
ま
ず
骸

王
物
語
を
紹
介
し
、
次
い
で
東
明
王
物
語
と
の
対
比
を
試
み
、
両

物
語
の
要
素
が
共
通
す
る
背
後
の
事
情
を
考
え
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
一
　
徐
の
曇
王
物
語
の
固
定

　
徐
の
長
王
物
語
は
、
『
後
漢
書
』
の
章
懐
太
子
の
注
所
引
の

『
博
物
志
』
、
『
史
記
』
の
唐
（
六
一
八
年
～
九
〇
七
年
）
の
張
守
節

の
「
正
義
」
の
巻
五
と
巻
四
三
の
両
方
に
引
用
す
る
『
博
物
志
』
、

『
太
平
御
覧
』
（
一
〇
〇
〇
年
こ
ろ
の
成
立
）
巻
九
〇
四
所
引
の
『
徐

仮
王
志
』
、
鄙
道
元
（
？
～
五
二
七
年
）
の
『
水
経
注
』
巻
八
所
引

の
『
徐
州
地
理
志
』
（
劉
成
国
の
著
）
な
ど
に
残
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
『
国
学
基
本
叢
書
』
に
も
張
華
（
二
三
二
年
圭
二
〇
〇
年
）
の

『
博
物
志
』
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

２５



そ
の
依
拠
す
る
原
典
が
不
明
な
の
で
参
考
史
料
と
し
て
お
き
た
い
。

こ
れ
ら
の
史
料
で
は
字
句
に
若
干
の
相
違
が
あ
る
の
で
、
ま
ず
そ

れ
を
検
討
し
て
お
こ
う
。

　
Ａ
　
『
後
漢
書
』
章
懐
太
子
注
所
引
『
博
物
志
』
の
長
王
物
語

　
　
　
（
そ
の
Ｉ
）

　
　
博
物
志
曰
。
徐
君
宮
人
。
娠
而
生
卵
。
以
為
不
祥
。
棄
於
水

　
　
浜
。
孤
独
母
。
有
犬
名
名
鵠
倉
。
持
所
棄
卵
。
街
以
帰
母
。

　
　
母
覆
媛
之
。
遂
成
小
児
。
生
而
長
。
故
以
為
名
。
宮
人
聞
之
。

　
　
乃
更
録
取
。
長
襲
為
徐
君
。

　
Ｂ
　
『
史
記
』
巻
五
の
張
守
節
「
正
義
」
所
引
『
博
物
志
』
の

　
　
　
長
王
物
語

　
　
博
物
志
云
。
徐
君
宮
人
。
有
娠
而
生
卵
。
以
為
不
祥
。
棄
於

　
　
水
浜
。
孤
独
母
。
有
犬
鵠
蒼
。
街
所
棄
卵
以
帰
。
覆
媛
之
。

　
　
乃
成
小
児
。
生
優
。
故
宮
人
聞
之
。
更
取
養
之
。
及
長
襲
為

　
　
徐
君
。
後
鵠
蒼
臨
死
。
生
角
而
九
尾
。
化
為
黄
龍
。
鵠
蒼
或

　
　
名
后
蒼
。

、
Ｃ
　
『
史
記
』
巻
四
三
の
張
守
節
「
正
義
」
所
引
『
博
物
志
』

　
　
　
の
優
王
物
語

　
　
博
物
志
云
。
徐
君
宮
人
。
娠
生
卵
。
以
為
不
祥
。
棄
於
水
浜
。

　
　
孤
独
母
。
有
犬
名
鵠
倉
。
街
所
棄
卵
以
帰
。
覆
媛
之
。
遂
成

　
　
小
児
。
生
優
王
。
故
宮
人
聞
之
。
更
収
養
之
。
及
長
襲
為
徐

　
君
。
後
鵠
倉
臨
死
。
生
角
而
九
尾
。
実
黄
龍
也
。
鵠
倉
或
名

　
后
倉
。

Ｄ
　
『
太
平
御
覧
』
巻
九
〇
四
「
獣
部
一
六
・
狗
・
上
」
の
優

　
　
王
物
語

　
又
徐
仮
王
志
云
。
徐
君
宮
人
。
任
娠
而
産
卵
。
以
為
不
祥
。

　
棄
於
水
辺
。
孤
独
老
母
。
有
犬
名
鵠
倉
。
猟
於
水
浜
。
得
所

　
棄
卵
。
街
以
来
帰
。
独
母
以
為
異
。
覆
媛
之
。
遂
姉
蜘
成
小

　
児
。
生
時
正
優
。
故
以
為
名
。
徐
君
宮
中
聞
之
。
乃
更
録
取

　
収
養
。
長
而
仁
知
。
襲
君
徐
国
。
後
鵠
倉
臨
死
。
更
生
角
而

　
九
尾
。
実
黄
龍
也
。
優
王
葬
之
。
徐
梁
界
中
。
今
見
有
狗
塑
。

Ｅ
　
『
水
経
注
』
巻
八
所
引
の
劉
成
国
『
徐
州
地
理
志
』
の
報

　
　
王
物
語

　
劉
成
国
徐
州
地
理
志
云
。
徐
優
王
之
異
言
。
徐
君
宮
人
。
娠

　
而
生
卵
。
以
為
不
祥
。
棄
之
于
水
浜
。
孤
独
母
。
有
犬
名
鵠

　
倉
。
猟
于
水
側
。
得
棄
卵
。
街
以
来
帰
。
孤
独
母
以
為
異
。

　
覆
媛
之
。
遂
為
児
。
生
時
堰
。
故
以
為
名
。
徐
君
宮
中
聞
之
。

　
乃
更
録
取
。
長
而
仁
智
。
襲
君
徐
国
。
後
鵠
倉
臨
死
。
生
角

　
而
九
尾
。
実
黄
龍
也
。
長
王
葬
之
徐
中
。
今
見
有
狗
態
焉
。

　
長
王
治
国
。
仁
義
著
聞
。
欲
舟
行
上
国
。
乃
通
溝
陳
蔡
之
間
。

　
得
朱
弓
矢
。
以
得
天
瑞
。
遂
因
名
為
号
。
自
称
徐
報
王
。
江

　
淮
諸
侯
。
服
従
者
三
十
六
国
。
周
王
聞
之
。
遣
使
至
楚
。
令

３５



　
　
伐
之
。
報
王
愛
民
不
闘
。
遂
為
楚
敗
。
北
走
彭
城
武
原
県
東

　
　
山
下
。
百
姓
隨
者
万
数
。
因
名
其
山
為
徐
山
。
山
上
立
石
室

　
　
廟
。
有
神
霊
。
民
人
請
祷
焉
。
依
文
即
事
。
似
有
符
験
。
但

　
　
世
代
綿
遠
。
難
以
詳
矣
。
今
徐
城
外
。
有
徐
君
墓
。
昔
延
陵

　
　
季
子
。
解
剣
于
此
。
所
謂
不
違
心
許
也
。

〔
参
考
〕
Ｆ
　
『
国
学
基
本
叢
１
　
』
・
旧
小
説
一
・
甲
集
一
・
漢
魏

　
　
　
　
　
六
朝
・
張
華
『
博
物
志
』

　
　
徐
僣
王

　
　
徐
優
王
志
云
。
徐
君
宮
人
。
娠
而
生
卵
。
以
為
不
祥
。
棄
之

　
　
水
浜
。
独
孤
母
。
有
犬
名
鵠
蒼
。
猟
於
水
浜
。
得
所
棄
卵
。

　
　
街
以
東
帰
。
独
孤
母
以
為
異
。
覆
媛
之
。
遂
蜻
成
児
。
生
時

　
　
正
優
。
故
以
為
名
。
徐
君
宮
中
聞
之
。
乃
更
録
取
。
長
而
仁

　
　
智
。
襲
君
徐
国
。
後
鵠
蒼
臨
死
。
生
角
而
九
尾
。
実
黄
龍
也
。

　
　
報
王
又
葬
之
徐
界
中
。
今
見
存
狗
塑
。
長
王
既
主
其
国
。
仁

　
　
義
著
聞
。
欲
舟
行
上
国
。
乃
通
溝
陳
蔡
之
間
。
得
朱
弓
矢
。

　
　
以
己
得
天
瑞
。
遂
因
名
為
弓
。
自
称
徐
骸
王
。
江
淮
諸
侯
皆

　
　
伏
従
。
伏
従
者
三
十
六
国
。
周
王
聞
遣
使
乗
剔
一
日
至
楚
。

　
　
使
伐
之
。
優
王
仁
。
不
忍
残
害
其
民
。
為
楚
所
敗
。
逃
走
彭

　
　
城
武
原
県
東
山
下
。
百
姓
隨
之
者
以
万
数
。
後
遂
名
其
山
為

　
　
徐
山
。
山
上
立
石
室
。
有
神
霊
。
民
人
祈
祷
。
今
皆
見
存
。

　
以
上
の
六
種
類
の
史
料
の
相
違
点
を
ま
と
め
、
採
用
す
べ
き
字

句
を
決
め
た
い
。

田
　
妊
娠
し
て
卵
を
生
む

　
Ａ
娠
而
生
卵
。
Ｂ
有
娠
而
生
卵
。
Ｃ
娠
生
卵
。
Ｄ
任
娠
而
産
卵
。

　
Ｅ
娠
而
生
卵
。
Ｆ
娠
而
生
卵
。

　
大
差
は
な
い
が
、
Ａ
・
Ｅ
・
Ｆ
の
「
娠
而
生
卵
」
を
採
用
す
る
。

閃
　
水
の
ほ
と
り
に
棄
て
る

　
Ａ
棄
於
水
浜
。
Ｂ
棄
於
永
浜
。
Ｃ
棄
於
永
浜
。
Ｄ
棄
於
水
辺
。

　
Ｅ
棄
之
于
水
浜
。
Ｆ
棄
之
水
浜
。

　
「
水
浜
」
で
も
「
水
辺
」
で
も
、
水
の
ほ
と
り
を
示
し
大
差
は

な
い
。
棄
の
目
的
語
。
の
あ
る
Ｅ
「
棄
之
手
永
浜
」
を
採
用
す
る
。

㈲
　
母
（
に
対
す
る
形
容
）

　
Ａ
孤
独
母
。
Ｂ
孤
独
母
。
Ｃ
孤
独
母
。
Ｄ
孤
独
老
母
。
Ｅ
孤
独

　
母
。
Ｆ
独
孤
母
。

　
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｅ
の
「
孤
独
母
」
を
採
る
。
通
常
、
「
孤
」
は

「
（
父
母
の
な
い
）
み
な
し
ご
」
を
意
味
し
、
「
独
」
は
「
（
配
偶
者
が

い
な
い
）
ひ
と
り
も
の
」
を
意
味
す
る
。
「
み
な
し
ご
や
ひ
と
り

も
の
の
養
育
を
し
た
母
」
と
で
も
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

㈲
　
犬
の
名

　
Ａ
鵠
倉
。
Ｂ
鵠
蒼
。
Ｃ
鵠
倉
。
Ｄ
鵠
倉
。
Ｅ
鵠
倉
。
Ｆ
鵠
蒼
。

　
「
鵠
」
は
「
白
鳥
の
よ
う
に
大
き
く
て
白
い
鳥
」
、
あ
る
い
は
そ
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れ
か
ら
転
じ
て
「
白
」
や
「
大
」
の
意
味
で
あ
る
。
「
卵
」
を
主

題
と
す
る
の
で
鳥
に
関
す
る
字
の
「
鵠
」
が
使
用
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
「
倉
」
と
「
蒼
」
は
音
が
同
一
な
の
で
ど
ち
ら
で
も
よ
い
。

多
数
な
の
で
「
鵠
倉
」
を
採
る
。

㈲
　
大
が
卵
を
く
わ
え
て
帰
る

　
Ａ
持
所
棄
卵
。
街
以
帰
母
。

　
Ｂ
街
所
棄
卵
以
帰
。

　
Ｃ
街
所
棄
卵
以
帰
。

　
Ｄ
猟
於
水
浜
。
得
所
棄
卵
。
街
以
来
帰
。

　
Ｅ
猟
于
水
側
。
得
棄
卵
。
街
以
来
帰
。

　
Ｆ
猟
於
水
浜
。
得
所
棄
卵
。
街
以
東
帰
。

　
Ｄ
・
Ｆ
の
「
猟
於
水
浜
」
、
Ｅ
の
「
猟
于
水
側
」
は
、
犬
の
行

動
を
説
明
し
た
文
章
で
あ
る
。
そ
れ
が
な
け
れ
ば
意
味
が
通
じ
な

い
わ
け
で
は
な
い
が
、
あ
っ
て
も
不
自
然
で
は
な
い
の
で
、
Ｅ
の

「
猟
于
水
側
」
を
採
用
す
る
。
以
下
の
文
章
は
Ａ
・
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｆ

群
と
Ｂ
・
Ｃ
群
に
分
か
れ
る
が
、
Ｄ
の
「
得
所
棄
卵
。
街
以
来

帰
」
に
、
「
帰
」
の
目
的
語
が
あ
る
Ａ
を
加
味
し
て
、
「
得
所
棄
卵
。

街
以
来
帰
母
」
と
す
る
。

㈲
　
卵
を
覆
い
暖
め
る

　
Ａ
母
覆
媛
之
。

　
Ｂ
覆
媛
之
。

　
Ｃ
覆
媛
之
。

　
Ｄ
独
母
以
為
異
。
覆
媛
之
。

　
Ｅ
孤
独
母
以
為
異
。
覆
媛
之
。

　
Ｆ
独
孤
母
以
為
異
。
覆
媛
之
。

　
Ｂ
・
Ｃ
で
は
犬
が
卵
を
覆
い
暖
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
で
は

前
文
に
母
が
出
て
い
る
意
味
が
な
い
か
ら
、
卵
を
覆
い
暖
め
る
主

語
は
母
で
あ
る
。
母
が
卵
を
暖
め
る
理
由
が
記
さ
れ
て
い
る
方
が

よ
い
か
ら
、
Ｅ
の
「
孤
独
母
以
為
異
。
覆
媛
之
」
を
採
る
。

旧
　
卵
か
ら
子
が
生
ま
れ
る

　
Ａ
遂
成
小
児
。
生
而
優
。
故
以
為
名
。

　
Ｂ
乃
成
小
児
。
生
優
。

　
Ｃ
遂
成
小
児
。
生
長
王
。

　
Ｄ
遂
蜻
蜘
成
小
児
。
生
時
正
長
。
故
以
為
名
。

　
Ｅ
遂
成
児
。
生
時
優
。
故
以
為
名
。

　
Ｆ
遂
蜻
成
児
。
生
時
正
長
。
故
以
為
名
。

　
「
長
」
や
「
正
長
」
は
意
味
が
と
り
に
く
い
が
、
Ａ
に
続
い
て

章
懐
太
子
の
注
は
『
戸
子
』
を
引
用
し
て
、
「
戸
子
曰
。
優
王
有

筋
而
無
骨
。
故
曰
長
也
（
戸
子
に
曰
く
、
僣
王
は
筋
あ
る
も
骨
な
し
。

故
に
侭
と
曰
う
な
り
）
」
と
あ
る
。
「
優
」
は
「
横
た
わ
る
」
と
い

う
こ
と
で
、
「
正
優
」
は
「
ま
さ
に
優
な
り
」
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
生
ま
れ
た
子
は
手
足
や
背
を
丸
め
産
声
を
上
げ
る
だ
ろ
う
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か
ら
、
そ
う
し
た
状
態
で
は
な
く
手
足
も
背
中
も
伸
ば
し
て
横
だ

わ
っ
た
状
態
で
生
ま
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
「
蜻
蜘
」
や
「
姉
」
の
意
味
は
わ
か
ら
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は

省
略
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
ま
た
特
別
に
こ
う
し
た
記
述
が
な
く

と
も
差
し
支
え
な
い
よ
う
で
あ
り
、
Ａ
の
「
遂
成
小
児
。
生
而
優
。

故
以
為
名
」
を
採
り
た
い
。

㈲
　
宮
人
の
対
応

　
Ａ
宮
人
聞
之
。
乃
更
録
取
。

　
Ｂ
故
宮
人
聞
之
。
更
取
養
之
。

　
Ｃ
故
宮
人
聞
之
。
更
収
養
之
。

　
Ｄ
徐
君
宮
中
聞
之
。
乃
更
録
取
収
養
。

　
Ｅ
徐
君
宮
中
聞
之
。
乃
更
録
取
。

　
Ｆ
徐
君
宮
中
聞
之
。
乃
更
録
取
。

　
Ａ
な
ど
の
「
録
取
」
は
、
よ
く
調
べ
た
上
で
自
分
の
も
の
と
す

る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
れ
ば
宮
人
と
い
う
個
人
よ
り

も
、
宮
廷
を
指
す
宮
中
の
方
が
よ
い
。
も
っ
と
も
丁
寧
な
表
現
の

Ｄ
「
徐
君
宮
中
聞
之
。
乃
更
録
取
収
養
」
を
採
る
。

㈲
　
成
長
し
て
君
と
な
る

　
Ａ
長
襲
為
徐
君
。

　
Ｂ
及
長
襲
為
徐
君
。

　
Ｃ
及
長
襲
為
徐
君
。

　
Ｄ
長
而
仁
知
。
襲
君
徐
国
。

　
Ｅ
長
而
仁
智
。
襲
君
徐
国
。

　
Ｆ
長
而
仁
智
。
襲
君
徐
国
。

　
『
後
漢
書
』
東
夷
伝
の
本
文
に
「
報
王
、
漢
池
の
東
に
處
す
。

地
は
方
五
百
里
な
り
。
仁
義
を
行
い
、
地
を
陸
し
て
朝
す
る
者
三

十
有
六
国
」
と
あ
り
、
報
王
の
仁
義
が
記
さ
れ
て
お
り
、
Ｄ
・

Ｅ
・
Ｆ
の
仁
智
に
つ
な
が
る
。
Ｄ
の
「
仁
知
」
と
Ｅ
の
「
仁
智
」

は
同
一
で
あ
る
が
、
Ｅ
「
長
而
仁
智
。
襲
君
徐
国
」
を
採
る
。

㈲
　
犬
の
後
日
談

　
こ
れ
は
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
・
Ｆ
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
も

と
も
と
報
王
物
語
に
付
属
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
細
部
に
は
小
異

は
あ
る
が
、
Ｅ
を
採
り
た
い
。
、
そ
れ
に
Ｂ
・
Ｃ
に
記
さ
れ
て
い

る
犬
の
別
名
を
加
え
た
い
。

　
以
上
の
考
察
で
固
定
し
た
徐
の
優
王
物
語
の
前
半
部
は
、
次
の

よ
う
に
な
る
。

　
Ｇ
　
徐
の
優
王
物
語
の
前
半

　
　
徐
君
宮
人
。
娠
而
生
卵
。
以
為
不
祥
。
棄
之
于
水
浜
。
孤
独

　
　
母
。
有
犬
名
鵠
倉
。
猟
于
水
側
。
得
所
棄
卵
。
街
以
来
帰
母
。

　
　
孤
独
母
以
為
異
。
覆
媛
之
。
遂
成
小
児
。
生
而
優
。
故
以
為

　
　
名
。
徐
君
宮
中
聞
之
。
乃
更
録
取
収
養
。
長
而
仁
智
。
襲
君

　
　
徐
国
。
後
鵠
倉
臨
死
。
生
角
而
九
尾
。
実
黄
龍
也
。
鵠
倉
或
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名
后
倉
。
骸
王
葬
之
徐
中
。
今
見
有
狗
態
焉
。

　
Ｅ
『
水
経
注
』
な
ら
び
に
参
考
資
料
Ｆ
に
は
物
語
の
続
き
か
お

る
。
『
後
漢
書
』
東
夷
伝
の
別
部
分
の
章
懐
太
子
の
注
に
も
『
博

物
志
』
を
引
用
し
て
続
き
の
部
分
を
記
す
が
、
Ｂ
・
Ｃ
『
史
記
』

所
引
『
博
物
志
』
と
Ｄ
『
太
平
御
覧
』
に
は
そ
の
部
分
が
な
い
。

と
り
あ
え
ず
『
後
漢
書
』
に
引
用
さ
れ
る
続
き
の
部
分
を
記
し
て

お
こ
う
。

　
Ｈ
　
『
後
漢
書
』
章
懐
太
子
注
所
引
『
博
物
志
』
の
長
王
物
語

　
　
　
（
そ
の
二
）

　
　
博
物
志
曰
。
徐
王
妖
異
不
常
。
武
原
県
東
十
里
。
見
有
徐
山

　
　
石
室
祠
處
。
報
王
溝
通
陳
蔡
之
間
。
得
朱
弓
矢
。
以
己
得
天

　
　
瑞
。
自
称
優
王
。
穆
王
聞
之
。
遣
使
乗
馴
一
日
至
。
楚
伐
之
。

　
　
優
王
仁
。
不
忍
闘
。
為
楚
所
敗
。
北
走
此
山
也
。

　
Ｅ
・
Ｆ
と
比
べ
る
と
か
な
り
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。
た
だ
し

『
後
漢
書
』
東
夷
伝
の
本
文
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る

二
部
分
は
既
に
引
用
）
。

　
Ｉ
　
『
後
漢
書
』
東
夷
伝

　
　
優
王
處
沃
池
東
。
地
方
五
百
里
。
行
仁
義
。
陸
地
而
朝
者
三

　
　
十
有
六
国
。
穆
王
後
得
騏
験
。
乃
使
造
父
御
以
告
楚
。
令
伐

　
　
徐
。
一
日
而
至
。
於
是
楚
文
王
大
挙
兵
而
滅
之
。
報
王
仁
而

　
　
無
権
。
不
忍
闘
其
人
。
故
致
於
敗
。
乃
北
走
彭
城
武
原
県
東

　
　
山
下
。
百
姓
隨
之
者
以
万
数
。
因
名
其
山
為
徐
山
。

　
Ｈ
と
Ｉ
を
適
宜
案
配
す
れ
ば
、
Ｅ
・
Ｆ
に
似
て
く
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
考
え
て
、
飯
王
物
語
の
後
半
部
分

は
、
Ｅ
の
当
該
部
分
と
み
て
よ
い
。
な
お
、
優
王
の
反
乱
に
つ
い

て
は
『
史
記
』
巻
五
・
泰
本
紀
に
「
（
周
纏
王
）
西
巡
狩
。
楽
而
忘

帰
。
徐
優
王
作
乱
。
造
父
為
謬
王
御
。
長
駆
帰
周
。
一
日
千
里
。

以
救
乱
。
絆
王
以
趙
城
封
造
父
」
（
繕
王
は
穆
王
の
異
表
記
）
と
あ

り
、
巻
四
三
に
も
同
内
容
の
記
事
か
お
る
。

二
　
僣
王
物
語
と
東
明
王
物
語

　
前
項
で
固
定
し
た
徐
の
優
王
物
語
を
段
落
に
分
け
な
が
ら
、
ま

と
め
て
紹
介
し
て
お
こ
う
。
〔
『
戸
子
』
巻
下
に
は
「
徐
優
王
好
怪
。

没
深
水
而
得
怪
魚
。
入
深
山
而
得
怪
獣
者
。
多
列
於
庭
（
徐
の
僣

王
、
怪
を
好
み
、
深
く
水
に
没
し
て
怪
魚
を
得
、
深
山
に
入
り
て
怪
獣
を

得
。
多
く
廷
に
列
す
）
。
」
と
あ
る
。
す
で
に
引
用
し
た
よ
う
に
、

同
書
に
は
「
報
王
有
筋
而
無
骨
」
と
も
あ
っ
た
。
報
王
物
語
は
本

来
は
さ
ら
に
長
大
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
省
略
変
形
さ
れ
て
現
存

す
る
よ
う
な
物
語
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
〕
。

田
　
徐
君
の
宮
人
は
妊
娠
し
て
卵
を
生
ん
だ
。
こ
れ
を
不
祥
と
み
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な
し
て
、
卵
を
水
辺
に
棄
て
た
。

㈲
　
み
な
し
ご
や
ひ
と
り
み
の
者
た
ち
を
母
の
よ
う
に
養
育
す
る

　
者
か
お
り
、
彼
女
は
鵠
倉
と
い
う
名
の
大
を
飼
っ
て
い
た
。
そ

　
の
大
は
水
辺
に
食
を
求
め
て
、
棄
て
ら
れ
て
い
た
卵
を
く
わ
え

　
て
彼
女
の
と
こ
ろ
へ
戻
っ
た
。
彼
女
は
不
思
議
な
こ
と
だ
と
思

　
い
、
そ
の
卵
を
覆
う
よ
う
に
し
て
暖
め
た
。

㈹
　
卵
か
ら
子
が
生
ま
れ
た
が
、
（
通
常
の
子
と
違
い
）
寝
そ
べ
る

　
よ
う
に
横
だ
わ
っ
て
生
ま
れ
た
。
そ
こ
で
名
を
優
（
横
た
わ
る
）

　
と
つ
け
た
。

倒
　
徐
君
の
宮
廷
で
は
そ
の
こ
と
を
聞
き
、
い
ろ
い
ろ
と
子
の
誕

　
生
の
次
第
を
調
べ
た
上
で
、
宮
中
に
迎
え
て
養
育
し
た
。

㈹
　
そ
の
子
は
成
長
す
る
と
仁
智
を
備
え
、
（
先
代
の
徐
君
の
）
後

　
を
つ
ぎ
徐
国
の
君
と
な
っ
た
。

㈲
　
そ
の
後
、
犬
の
鵠
倉
は
死
に
臨
ん
で
、
頭
に
は
角
が
生
え
、

　
尾
は
九
尾
と
な
っ
た
。
実
は
黄
龍
（
の
化
身
）
で
あ
っ
た
。
鵠

　
倉
の
ま
た
の
名
は
后
倉
で
あ
る
。
長
王
が
そ
の
大
を
葬
っ
た
場

　
所
は
、
徐
国
の
中
で
あ
り
、
現
在
も
「
狗
塑
（
く
ろ
う
／
い
ぬ

　
づ
か
）
」
が
残
っ
て
い
る
。

田
　
徐
王
が
国
を
治
め
に
つ
れ
、
そ
の
仁
義
は
有
名
と
な
っ
て

　
い
っ
た
。
優
王
は
上
国
（
周
）
へ
舟
で
行
き
た
い
と
思
い
、
陳

　
と
蔡
の
間
に
溝
（
運
河
）
を
通
じ
さ
せ
た
が
、
そ
の
時
に
朱
色

　
の
弓
矢
を
得
た
。
そ
の
弓
矢
を
得
た
こ
と
で
、
自
分
は
天
瑞
を

　
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
、
自
分
の
名
を
号
と
し
て
徐
報
王

　
と
自
称
し
た
。

㈲
　
付
近
の
淮
・
江
の
諸
侯
で
優
王
に
服
従
す
る
者
が
三
六
国
に

　
及
ん
だ
。
天
下
を
支
配
し
て
い
た
周
王
（
穆
王
）
は
こ
れ
を
聞

　
い
て
、
使
者
を
楚
に
派
遣
し
て
報
王
を
伐
た
せ
た
。
優
王
は
愛

　
民
の
心
か
お
り
闘
わ
ず
し
て
、
楚
に
敗
北
し
た
。

㈲
　
敗
北
し
た
盤
王
は
北
に
走
り
、
彭
城
武
原
県
東
山
下
に
逃
れ

　
た
。
万
を
超
え
る
人
び
と
が
價
王
に
随
っ
て
移
住
し
た
。
そ
れ

　
で
そ
の
山
の
名
を
徐
山
と
し
、
そ
の
山
上
に
石
室
の
廟
を
立
て

　
た
。

㈲
　
そ
の
廟
に
は
神
霊
が
宿
り
、
人
び
と
は
祈
る
と
き
に
は
文
を

　
書
い
て
割
り
符
の
よ
う
に
す
る
と
い
う
が
、
は
る
か
に
世
代
を

　
隔
て
た
古
い
こ
と
な
の
で
詳
細
は
明
ら
か
に
し
難
い
。
今
、
徐

　
城
の
外
に
は
徐
君
の
墓
が
あ
る
。
昔
、
延
陵
の
季
子
は
そ
の
場

　
所
で
剣
を
解
い
た
が
、
そ
れ
は
心
の
許
す
と
こ
ろ
に
違
い
た
く

　
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
の
報
王
物
語
の
田
は
い
わ
ゆ
る
「
卵
生
神
話
」
で
あ
り
、

三
品
彰
英
氏
に
よ
り
そ
の
分
布
や
意
味
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
卵

生
神
話
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
中
心
に
、
中
国
沿
岸
部
か
ら
朝
鮮
半

島
、
東
北
ア
ジ
ア
に
分
布
す
る
と
い
う
。
中
国
沿
岸
部
に
は
東
夷

一5
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系
と
南
方
系
住
民
が
境
を
接
し
て
居
住
し
、
こ
の
地
域
一
帯
に
卵

生
神
話
な
ど
の
海
洋
民
族
的
文
化
が
流
布
し
て
い
た
。
そ
れ
が
春

秋
戦
国
期
か
ら
漢
民
族
が
東
進
し
て
き
た
た
め
に
、
東
夷
系
は
北

へ
、
南
方
系
は
南
へ
押
し
分
け
ら
れ
た
と
想
定
し
て
い
る
。

　
鳥
の
卵
と
王
の
誕
生
の
物
語
と
い
う
と
、
『
史
記
』
巻
三
・
殷

本
紀
の
次
の
史
料
が
有
名
で
あ
る
。

　
Ｊ
　
『
史
記
』
巻
三
・
殷
本
紀

　
　
殷
契
。
母
日
簡
秋
。
有
城
之
女
。
為
帝
帯
次
妃
。
三
人
行
浴
。

　
　
見
玄
鳥
堕
其
卵
。
簡
秋
取
呑
之
。
因
孕
生
契
。
契
長
而
佐
萬

　
　
治
水
有
功
。

　
玄
鳥
〔
一
般
に
燕
（
つ
ぼ
め
）
と
見
な
さ
れ
て
い
る
〕
が
お
と

し
た
卵
を
簡
秋
が
呑
ん
で
、
殷
の
始
祖
の
契
（
せ
っ
）
を
生
ん
だ

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
簡
秋
と
い
う
女
性
が
卵
を
呑
ん
で
妊
娠
し

た
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
卵
生
神
話
」
の
変
形
と
み
て
よ
い
。

　
こ
れ
に
関
し
て
は
後
に
再
び
触
れ
る
こ
と
と
し
て
、
夫
余
ま
た

は
高
句
麗
の
始
祖
王
の
物
語
で
あ
る
東
明
王
物
語
を
み
て
お
こ
う
。

夫
余
と
高
句
麗
の
東
明
王
物
語
は
酷
似
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は

史
料
的
に
み
て
古
い
夫
余
の
東
明
王
物
語
を
紹
介
し
た
い
。

　
Ｋ
　
『
論
衡
』
〔
後
漢
の
王
充
（
二
七
年
～
一
〇
〇
年
）
の
著
〕

　
　
北
夷
棄
離
国
王
侍
婢
。
有
娠
。
王
欲
殺
之
。
婢
対
曰
。
有
気

　
　
大
如
鶏
子
。
従
天
而
下
我
。
故
有
娠
。
後
産
子
。
損
於
猪
潤

　
　
中
。
猪
以
口
気
嘘
之
。
不
死
。
復
徒
置
馬
欄
中
。
欲
使
馬
籍

　
　
殺
之
。
馬
復
以
口
気
嘘
之
。
不
死
。
王
疑
以
為
天
子
。
令
母

　
　
収
取
。
奴
畜
之
。
名
東
明
。
令
牧
牛
馬
。
東
明
善
射
。
王
恐

　
　
奪
其
国
也
。
欲
殺
之
。
東
明
走
南
。
至
掩
池
水
。
以
弓
撃
水
。

　
　
魚
篭
浮
為
橋
。
東
明
得
度
。
魚
簸
解
散
。
追
兵
不
得
渡
。
因

　
　
都
王
夫
余
。

　
こ
の
東
明
王
物
語
を
段
落
分
け
し
て
訳
す
と
、
大
略
次
の
よ
う

に
な
る
。

倒
　
北
方
に
受
離
国
が
あ
り
、
そ
の
王
の
侍
婢
が
妊
娠
し
た
。
王

　
は
侍
婢
を
殺
そ
う
と
し
た
。

㈲
　
侍
婢
は
、
鶏
の
子
（
卵
）
の
よ
う
な
『
気
』
が
あ
っ
て
、
私

　
に
来
た
り
下
っ
た
の
で
、
妊
娠
し
た
、
と
告
げ
た
。
そ
の
後
に

　
子
が
生
ま
れ
た
。

圈
　
王
は
そ
の
子
を
猪
（
豚
）
小
屋
の
中
に
捨
て
さ
せ
た
が
、
猪

　
が
口
で
そ
の
子
を
吹
い
た
。

㈲
　
そ
の
子
を
馬
小
屋
に
移
し
、
馬
に
踏
み
殺
さ
せ
よ
う
と
し
た

　
が
、
馬
も
気
を
そ
の
子
に
吹
き
付
け
、
死
な
せ
な
か
っ
た
。

㈲
　
王
は
、
天
子
と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
い
、
そ
の
母
に
引

　
き
取
ら
せ
、
召
使
い
に
養
育
さ
せ
た
。

田
　
そ
の
子
を
東
明
と
名
づ
け
、
牛
馬
を
牧
す
る
仕
事
に
つ
か
せ

　
た
。

９５



㈲
　
東
明
は
、
弓
を
射
る
こ
と
に
優
れ
て
い
た
。

㈲
　
王
は
、
東
明
か
国
を
奪
う
こ
と
を
恐
れ
て
、
殺
そ
う
と
し
た
。

　
東
明
は
、
逃
れ
て
南
へ
走
り
、
掩
池
水
に
至
っ
た
。

剛
　
東
明
か
、
掩
漉
水
の
水
を
弓
で
撃
つ
と
、
魚
篭
が
浮
か
び
上

　
が
り
橋
を
つ
く
っ
た
。
東
明
は
、
そ
れ
に
よ
り
渡
る
こ
と
が
で

　
き
た
が
、
魚
篭
は
す
ぐ
に
解
散
し
た
の
で
、
追
兵
は
渡
る
こ
と

　
が
で
き
な
か
っ
た
。

ｍ
　
よ
っ
て
東
明
は
、
夫
余
の
地
に
都
を
つ
く
り
王
と
な
っ
た
。

　
圀
・
㈲
に
つ
い
て
は
、
周
の
始
祖
の
后
稜
の
誕
生
物
語
と
酷

似
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
し
、
別
稿
で
も
検
討
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
触
れ

な
い
。
本
稿
で
注
目
し
た
い
の
は
、
㈲
の
卵
の
よ
う
な
気
、

㈲
・
田
の
弓
、
㈲
・
倒
の
水
で
あ
る
。

　
㈲
卵
の
よ
う
な
気
に
よ
り
妊
娠
す
る
の
は
、
Ｊ
の
簡
秋
の
妊

娠
事
情
に
通
じ
る
部
分
が
あ
り
、
そ
の
直
接
的
な
表
現
は
優
王
の

物
語
の
巾
に
み
ら
れ
る
。
む
し
ろ
逆
に
、
報
王
物
語
巾
の
卵
を

生
む
形
が
原
型
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
Ｊ
の
卵
を
呑
ん
で
妊
娠
す
る
、

東
明
王
物
語
㈲
の
卵
の
よ
う
な
気
に
よ
り
妊
娠
す
る
な
ど
の
派

生
型
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
㈲
・
倒
の
弓
は
、
報
王
の
物
語
の
剛
に
み
え
る
。

　
㈲
・
剛
の
水
は
、
報
王
の
物
語
の
巾
の
水
浜
や
、
剛
の
溝
の

要
素
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
夫
余
の
東
明
王
物
語
は
、
そ
の
淵
源
を
殷
の
始
祖

の
契
の
誕
生
物
語
、
ま
た
お
そ
ら
く
そ
れ
と
同
根
の
と
こ
ろ
か
ら

発
生
し
た
徐
の
報
王
物
語
、
さ
ら
に
は
周
の
始
祖
の
后
稜
の
物
語

に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
現
在
の
優
王
物
語
に
は
直
接
関
係
す
る
部
分
が
残
さ
れ
て

い
な
い
が
、
東
明
王
物
語
の
田
の
魚
や
隨
が
橋
を
つ
く
る
話
も

中
国
に
先
例
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
竹
書
紀
年
』
（
原
本
は

二
七
九
年
以
前
の
成
立
。
今
本
は
偽
作
部
分
を
含
む
と
い
わ
れ
る
）
穆

王
三
七
年
条
に
「
伐
楚
。
大
起
九
師
。
東
至
于
九
江
。
叱
窓
罷

（
げ
ん
た
／
か
め
わ
に
）
。
以
為
梁
」
と
あ
り
、
穆
王
は
大
亀
や
大
鰐

を
叱
り
っ
け
て
梁
す
な
わ
ち
橋
を
つ
く
ら
せ
る
。
こ
れ
は
東
明
王

が
弓
で
水
面
を
た
た
い
て
（
と
い
う
こ
と
は
水
の
神
を
弓
で
脅
し
つ

け
た
結
果
）
、
魚
や
毀
が
橋
を
つ
く
る
話
に
酷
似
す
る
。
な
お
、
袁

珂
氏
は
こ
の
話
は
楚
を
伐
つ
時
の
こ
と
で
は
な
く
、
徐
報
王
打
倒

の
時
と
す
る
説
を
支
持
し
て
い
る
。
袁
珂
説
で
よ
け
れ
ば
、
長
王

物
語
に
は
穆
王
と
の
戦
い
の
場
面
が
あ
っ
て
、
大
亀
や
大
鰐
が
橋

を
つ
く
る
話
が
元
来
は
存
在
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は

と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の
穆
王
の
話
を
含
め
て
上
述
し
た
殷
や
周

の
物
語
が
夫
余
の
物
語
に
影
響
を
与
え
る
背
景
を
述
べ
、
ま
と
め

に
代
え
た
い
。
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ま
と
め
に
代
え
て

　
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
殷
末
か
ら
周
初
に
か
け
て
の
東
夷
世

界
は
、
山
東
半
島
の
基
部
や
以
南
の
沿
海
内
陸
部
な
ど
、
ま
さ
に

殷
や
周
の
都
か
ら
見
て
東
方
に
広
が
る
世
界
で
あ
っ
た
。
殷
末
か

ら
周
初
に
か
け
て
の
東
夷
世
界
を
解
明
し
た
古
典
的
か
つ
基
本
的

な
論
文
に
、
貝
塚
茂
樹
氏
の
研
究
か
お
る
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。

こ
の
貝
塚
氏
の
研
究
か
ら
、
飯
王
の
支
配
し
た
徐
の
地
域
に
関
す

る
部
分
に
焦
点
を
あ
て
で
、
そ
の
成
果
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　
周
の
武
王
は
殷
の
紺
王
を
打
倒
し
て
殷
を
滅
亡
さ
せ
た
が
、
殷

の
祭
祀
は
殷
の
旧
領
土
に
封
じ
た
武
王
の
子
の
武
庚
禄
父
に
継
承

さ
せ
た
。
武
庚
禄
父
は
一
人
の
人
名
と
す
る
『
史
記
』
の
説
か
お

る
が
、
『
論
衡
』
な
ど
の
二
人
の
人
名
説
が
妥
当
で
あ
る
。
武
庚

は
殷
の
故
都
（
今
の
安
陽
付
近
）
に
封
じ
ら
れ
、
禄
父
は
梁
山
（
山

東
西
部
の
平
原
中
の
小
丘
陵
、
後
世
の
『
水
滸
伝
』
の
梁
山
泊
の
地
）
出

土
の
銅
器
の
銘
文
か
ら
見
て
、
梁
山
に
封
じ
ら
れ
た
。
武
庚
は
周

に
反
乱
を
起
こ
し
、
こ
れ
に
禄
父
も
加
担
し
、
周
公
旦
や
召
公
爽

（
せ
き
）
を
中
心
と
す
る
周
に
平
定
さ
れ
た
。
周
公
旦
や
召
公
爽

は
山
東
半
島
の
励
海
沿
岸
ま
で
大
遠
征
を
行
い
、
そ
の
恩
賞
と
し

て
周
の
成
王
は
召
公
爽
に
徐
地
域
を
与
え
た
。

　
実
際
に
徐
地
域
を
支
配
し
た
の
は
、
爽
の
長
弟
の
燕
侯
Ｈ
置
侯

旨
で
あ
り
、
燕
侯
‐
置
侯
の
号
の
「
燕
（
え
ん
）
」
・
「
置
（
え
ん
）
」

は
、
旨
が
拠
点
と
し
た
奄
国
（
後
の
魯
国
の
都
の
曲
阜
に
所
在
）
の

「
奄
（
え
ん
）
」
に
よ
る
。
こ
の
厘
侯
旨
が
投
影
さ
れ
、
伝
説
化
さ

れ
た
も
の
が
徐
優
王
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
召
侯
爽
は
『
史
記
』
に
燕
国
（
今
の
北
京
付
近
か
ら
南
方

に
か
け
て
の
地
域
）
に
封
じ
ら
れ
た
と
あ
る
が
、
易
州
出
土
の
銅

器
の
銘
文
か
ら
見
て
、
こ
れ
は
燕
侯
旨
が
易
州
に
封
じ
ら
れ
た
史

実
を
修
飾
し
た
も
の
で
あ
る
。
燕
侯
旨
が
易
州
に
移
封
さ
れ
た
の

は
、
周
公
旦
の
長
子
の
伯
禽
が
置
つ
ま
り
奄
に
封
じ
ら
れ
た
た
め

で
あ
る
。
『
史
記
』
で
は
周
公
旦
が
魯
（
匿
つ
ま
り
奄
）
に
封
じ
ら

れ
た
と
す
る
が
、
こ
れ
は
伯
禽
の
史
実
を
背
景
と
す
る
修
飾
で
あ

る
。
な
お
、
燕
国
出
土
銅
器
の
銘
文
で
は
、
「
燕
」
を
「
置
」
と

記
し
て
い
る
。

　
以
上
の
貝
塚
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
殷
の
祭
祀
が
梁
山
で
継
承

さ
れ
て
い
る
か
ら
、
殷
の
始
祖
の
契
の
卵
生
神
話
も
こ
の
地
に
継

承
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
（
本
来
、
殷
は
東
夷
の
出
身
で
あ
る
と
も
い

わ
れ
、
卵
生
神
話
は
こ
の
地
域
一
帯
に
存
在
し
た
可
能
性
も
あ
る
）
。
周

初
に
梁
山
を
含
む
地
域
に
封
じ
ら
れ
た
の
は
燕
侯
日
置
侯
旨
で
あ

り
、
彼
が
伝
説
化
さ
れ
た
像
が
優
王
物
語
の
主
人
公
の
優
王
で
あ

る
。
旨
は
兄
で
あ
る
周
初
の
主
要
重
臣
の
召
侯
爽
に
代
わ
っ
て
徐

一
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地
域
を
支
配
し
て
お
り
、
そ
の
支
配
に
従
い
周
の
始
祖
の
物
語
で

あ
る
后
稜
の
物
語
は
こ
の
地
に
広
が
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
殷
や

周
の
始
祖
の
物
語
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
徐
地
域
に
浸
透
し
、
報

王
物
語
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
燕
侯
旨
が
燕
国
の
南
部
の
易
州
に
移
封
さ
れ
る
と
、
旨
の
伝
説

的
投
影
像
で
あ
る
骸
王
物
語
も
燕
国
に
広
ま
っ
た
に
違
い
な
い
。

燕
が
遼
西
か
ら
遼
東
へ
と
支
配
を
広
げ
る
に
従
い
、
優
王
物
語
の

伝
達
範
囲
も
広
が
っ
て
い
く
。
さ
ら
に
本
来
の
東
夷
の
中
心
と
見

な
さ
れ
て
い
た
匿
・
燕
が
北
方
の
地
域
名
と
し
て
定
着
す
る
と
、

そ
れ
に
つ
れ
て
東
夷
の
範
囲
も
移
動
し
た
。
さ
ら
に
燕
が
東
方
の

遼
東
な
ど
に
支
配
権
を
広
げ
る
と
、
東
夷
世
界
も
東
方
へ
移
動
し
、

中
国
東
北
部
か
ら
朝
鮮
半
島
を
含
む
地
域
の
名
称
と
な
っ
た
。

　
東
夷
世
界
の
こ
の
よ
う
な
移
動
と
拡
大
を
考
え
れ
ば
、
東
夷
世

界
に
あ
っ
て
覇
を
唱
え
よ
う
と
す
る
王
は
、
そ
の
移
動
と
拡
大
の

原
動
力
で
あ
っ
た
燕
国
の
始
祖
の
物
語
に
似
せ
て
、
自
己
の
始
祖

の
物
語
を
作
為
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考

え
れ
ば
、
優
王
物
語
と
東
明
王
物
語
が
共
通
要
素
を
持
つ
背
景
が

容
易
に
理
解
で
き
る
。
従
来
、
東
明
王
物
語
は
東
北
ア
ジ
ア
の
自

生
的
な
物
語
と
し
て
考
察
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
自
生
的

な
要
素
よ
り
も
、
本
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
骸
王
物
語
に
淵
源
を
持

つ
と
推
測
し
た
上
で
考
察
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
物
語
の
継
承
は
、
匿
（
曲
阜
）
か
ら
燕

へ
旨
が
移
封
さ
れ
た
こ
と
に
典
型
的
で
あ
る
よ
う
に
、
人
的
集
団

の
移
動
を
背
景
と
す
る
の
で
あ
り
、
秦
漢
帝
国
の
出
現
に
と
も
な

う
東
北
ア
ジ
ア
へ
の
中
国
本
土
か
ら
の
人
的
集
団
の
移
動
が
、
東

明
王
物
語
を
成
立
さ
せ
る
大
き
な
要
素
で
あ
っ
た
。

　
貝
塚
氏
は
別
に
、
燕
侯
旨
が
奄
に
初
封
さ
れ
た
時
に
、
箕
侯
す

な
わ
ち
箕
氏
を
領
内
に
安
堵
し
た
と
い
う
事
蹟
が
、
燕
国
遊
民
に

よ
っ
て
伝
説
化
し
て
朝
鮮
に
伝
播
さ
れ
た
も
の
が
箕
子
朝
鮮
開
国

伝
説
で
あ
る
と
す
る
。
燕
国
の
始
祖
の
燕
侯
旨
が
保
護
し
た
箕
子

の
行
跡
が
物
語
化
し
て
東
夷
世
界
に
広
ま
る
の
と
軌
を
一
に
し
て
、

燕
侯
旨
の
存
在
を
投
影
し
た
報
王
物
語
が
東
夷
世
界
に
広
ま
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注
（
Ｉ
）
　
「
東
明
王
物
語
」
を
扱
っ
た
主
要
な
業
績
に
は
次
の
よ
う
な
も

　
　
　
の
が
あ
る
。
白
鳥
庫
吉
「
夫
餓
国
の
始
祖
東
明
王
の
伝
説
に
就

　
　
　
い
て
」
（
『
白
１
　
庫
吉
全
集
』
第
五
巻
・
一
九
七
〇
年
・
岩
波
書

　
　
　
店
）
原
発
表
年
一
九
三
六
年
／
池
内
宏
「
高
句
麗
建
国
伝
説
と

　
　
　
史
上
の
事
実
」
（
同
『
満
鮮
史
研
究
・
上
世
編
』
一
九
五
一
年
）

　
　
　
原
発
表
年
一
九
四
一
年
／
李
成
市
「
『
梁
書
』
高
句
麗
伝
と
東

　
　
　
明
王
伝
説
」
（
早
稲
田
大
学
東
洋
史
研
究
室
編
『
中
国
正
史
の

　
　
　
基
礎
的
研
究
』
　
一
九
八
四
年
・
早
稲
田
大
学
出
版
部
）
／
高
寛

２６



　
　
　
敏
「
高
句
麗
の
建
国
神
話
と
夫
飴
」
（
『
古
代
文
化
』
四
二
－

　
　
　
一
・
一
九
九
〇
年
）
／
神
崎
勝
「
夫
餓
・
高
句
麗
の
建
国
伝
承

　
　
　
と
百
済
王
家
の
始
祖
伝
承
」
（
佐
伯
有
清
古
稀
記
念
会
『
日
本

　
　
　
古
代
の
伝
承
と
東
ア
ジ
ア
』
・
一
九
九
五
年
・
吉
川
弘
文
館
）

　
　
　
な
ど
。

（
２
）
　
「
徐
侃
王
」
に
関
す
る
管
見
し
た
業
績
。
白
川
静
『
中
国
の
神

　
　
　
話
』
（
一
九
七
五
年
・
中
央
公
論
社
）
／
袁
珂
著
・
鈴
木
博
訳

　
　
　
『
中
国
の
神
話
伝
説
』
上
巻
（
一
九
九
三
年
・
青
土
社
）
な
ど
。

（
３
）
　
三
品
彰
英
『
神
話
と
文
化
領
域
』
（
『
三
品
彰
英
著
作
集
』
第
三

　
　
　
巻
・
一
九
七
一
年
・
平
凡
社
／
原
著
発
表
は
一
九
四
八
年
）

（
４
）
　
本
学
の
ア
ジ
ア
文
化
研
究
会
の
編
で
来
春
に
刊
行
す
る
論
文
集

　
　
　
に
収
載
予
定
。

（
５
）
　
袁
珂
著
・
鈴
木
博
訳
『
前
掲
書
』
三
八
二
頁

（
６
）
　
貝
塚
茂
樹
「
殷
末
周
初
の
東
方
経
営
に
就
い
て
」
（
『
貝
塚
茂
樹

　
　
　
著
作
集
』
第
三
巻
・
一
九
七
七
年
・
中
央
公
論
社
）
原
発
表
年

　
　
　
｝
九
四
〇
年
。

（
７
）
　
貝
塚
茂
樹
『
前
掲
書
』
一
五
八
頁
。

（
８
）
　
貝
塚
茂
樹
『
前
掲
書
』
一
六
四
頁
。
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